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PTA本部役員氏名 PTA学級役員氏名

会 長 小 山 英 明（３年２組） 第１学年 矢 口 扶有子（１年１組）

副会長 野々村 憲 之（３年４組） 三 島 由 紀（１年２組）

副会長 伊 澤 知 己（３年４組） 小 坂 誠 子（１年３組）

副会長 小 倉 美枝子（３年４組） 中 西 秀 幸（教職員）

副会長 今 津 徳（２年１組） 髙 綱 智 美（教職員）

副会長 原 和 裕（３年１組）

会 計 宮 野 真 子（２年２組） 学 第２学年 沼 館 美佐江（２年１組）

会 計 松 下 奈津子（２年１組） 年 越 後 久美子（２年２組）

監 査 伊 東 みず恵（３年３組） 委 佐 藤 美七子（２年３組）

監 査 細 野 美 子（２年３組） 員 藤 原 克 宗（教職員）

監 査 山 口 緑（３年３組） 会 上 原 丈 典（教職員）

事務局長 渡 辺 孝 人（教職員） 第３学年 原 園 子（３年１組）

事務局員 和 田 千 草（教職員） 橋 爪 薫（３年２組）

事務局員 平 間 拓（教職員） 黒 田 有 香（３年３組）

村 上 由 里（３年４組）

大 熊 修 一（教職員）

小 野 直 久（教職員）

明星学級 成 田 恵（明星学級）

生活部 佐 藤 忍（１年１組）

中 井 里 美（１年２組）

谷 口 誠 子（１年３組）

山 崎 明 美（２年１組）

髙 瀬 真 美（２年２組）

丸 田 文 則（２年３組）

阿 部 みはる（３年１組）

棟 方 恵 利（３年２組）

工 藤 美千代（３年３組）

武 田 綾（３年４組）

石 津 基 博（教職員）

氏 家 彰 太（教職員）

教養部 坂 本 青 海（１年１組）

森 脇 裕 美（１年２組）

長 井 千 里（１年３組）

図 所 直 子（２年１組）

辻 村 さつき（２年２組）

本 田 幸 香（２年３組）

岩 田 明 美（３年１組）

髙 田 美奈子（３年２組）

須 郷 ゆかり（３年３組）

髙 橋 央 子（３年４組）

吉 村 優美子（教職員）

村 田 敏 幸（教職員）

広報部 吉 川 深 雪（１年１組）

長谷川 智 子（１年２組）

中 島 育 美（１年３組）

鈴 木 真由美（２年１組）

阿波加 泉（２年２組）

杉 山 智 子（２年３組）

谷 原 敦 子（３年１組）

小 室 真 弓（３年２組）

小野寺 重 美（３年３組）

小松原 利 恵（３年４組）

加 藤 あかね（教職員）

髙 橋 剛 司（教職員）
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四
月
十
四
日
（
土
）
開
催
のP

T
A

総
会
に
て
，
新
年
度
の
本
部
役
員
が
上
の
表
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
，
事
務
局
長
と
事
務
局
員
に
つ
き
ま
し
て
は
，
「
明
星
中
学
校

父
母
と
先
生
の
会
会
則
第
五
条

二
項
」
の
と
お
り
会
長
が
委
嘱
し
ま
し
た
。
ま
た
，P

T
A

総
会
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
学
級
懇
談
に
て
，
学
級

役
員
も
右
表
の
と
お
り
選
考
さ
れ
，
同
じ
よ
う
に
「
会
則
第
五
条
三
項
」
の
と
お
り
会
長
が
委
嘱
し
ま
し
た
。

お
仕
事
が
「
あ
る
」
「
な
い
」
に
関
わ
ら
ず
，P

T
A

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
役

員
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
，
こ
れ
か
ら
何
か
と
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

か
つ
て
，
次
の
よ
う
に
発
言
さ
れ
た
保
護
者
の
方
が
い
ま
し
た
。

「
私
は
事
情
が
あ
っ
て
，
今
年
度
，
学
級
役
員
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
，
今
日
（
学
級
懇
談
）
，

引
き
受
け
て
下
さ
る
お
母
さ
ん
に
一
言
『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
伝
え
た
く
て
学
校
に
来
ま
し
た
」
。

何
と
い
う
気
遣
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
場
に
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
役
員
に
な
ら
れ
た
方
が
，
何
と
も
ほ

ん
わ
か
と
し
た
，
安
心
で
き
る
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
，
役

員
を
支
え
て
下
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
が
，
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

４月１６日，いじめ撲滅集会。生徒会

本部役員が用意したプレゼンテーション

に全校生徒が注目している。体育館壁面

にスライドショーが投影され，ナレーシ

ョンが続く。

「私は，いじめる人といじめられる人

だけでは，いじめはエスカレートしない

と思います。なぜなら，いじめには必ず

そばで見ている人たちがいます。…（中

略）…いじめがあるのを知っているのに，

嫌がっているのを見ているのに何もしな

いこと，それがいじめを成り立たせてい

ると思います。」

そして，「いじめに発展しそうな言動」

を三つ例示してくれました。どれも，日

常的にありがちなことです。

さらに，朗読劇が披露され，「シカト」

「ターゲット」「ウザイ」「KY」等，生徒

がよく使いがちなセリフを交えて構成さ

れていました。無視が順番に行われるこ

と，被害者が加害者になってしまうこと

（その逆も），その連鎖を断ち切ること

の大切さに気づかせるねらいが感じられ

ました。

最後は，平成５年から継続して採択さ

れている本校の「いじめ撲滅宣言」を，

本部役員と各クラスの代表が，ステージ

から呼びかけ，全校生徒で再確認しまし

た。その後，クラスに戻って，アンケー

トへの記入が行われ，いじめのない学校

に向けた取組が今年もスタートしたので

した。

いじめは，ないことが理想です。が，

複数の人間が集まれば，「いつでも，ど

こでも，誰の身にも（いじめは）起こり

うる」という認識をもつことも大切です。

だから，いじめが起こらないようにする

ためにはどうしたら良いか，いじめが起

こってしまったらどうすべきかという方

策もちゃんと用意しておく必要がありま

す。いじめに関する調査をしていると，

小学校での出来事をひきずっている事例

が見られることもあります。過去のこと

ですから，子どもたちの主張する内容が

本当に正しいことなのかどうかを保護者

にお伺いすることもあろうかと思います

ので，よろしくご協力下さい。

いじめを成立させて
しまうのは…




